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図5－2　室温と温冷感覚（すね，ストーブ）
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3－4　室内温熱環境の快適性評価
　身体末梢部位での温冷感覚評価は感覚受容器の存在で、その周辺の環境の変化を鋭敏に
捉えることができる。しかしながら結果としての皮膚温は体温調節の効果器としての現れ
でもある3＞ので、全身の皮膚温を代表する身体各部位の重み付けをした平均皮膚温と感覚
で温熱環境評価を検討した。
　カーペット、ストーブ実験とも被験者は椅座位姿勢をとったので、全身での感覚評価と
対応させるために、室内環境温度は身体駆幹部の位置である床上50cmと100cmの平均値、
皮膚温は且ardy／Duboisの7点法4）により平均皮膚温を算出して用いた。カーペット実験
においては、床上75cmの室温は60分間の行程で0．62℃とわずかに上昇したが、温冷感覚
は低下した。これは平均皮膚温が低下した結果で、平均皮膚温と温冷感覚の間には0．77と
いう相関係数が得られた。また、温冷感覚と快適性評価（不快感覚）との間にはよい相関が
あり、図6に示したように、平均皮膚温と快適性評価との間には相関係数0．96という高い
相関が得られた。図の縦軸は表2の4段階評価に相当するが、皮膚温が低下すると不快性
が増すことを表している。平均室内温度が16．1℃のカーペット実験に対し、ストーブ実験
では室温が21．6℃であり、平均皮膚温も34．0℃であったために室内温熱環境は快適であっ
た。わずかな室温の変化は快適性評価の閾値内と考えられ、感覚評価には現れなかったが、
本実験室内での暖房機器として優れていたことを示している。
　ヒトの感覚評価は非常に優れているものの、その数量化は難しく、温熱環境変化との対
応もまだ十分ではない。本実験から局所皮膚温は局所の環境を鋭く捉えるが、室内環境の
快適性評価には平均皮膚温が有用であることがはっきりと示された。平均皮膚温による環
境評価はヒトの意識を反映した物性的評価といえる。快適条件に近い温熱環境の心理的評
価は閾値が大きくなるために困難となるので、自律神経系の働きを含めた皮膚温の変化の
解釈によってさらにこの因子の有効利用度は増すものといえる。
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図6　平均皮膚温と快適感覚（カーペット）
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4，まとめ
　電気カーペットとガスストーブが形成する冬季の室内温熱環境を、健康な青年の生理・
感覚評価を用いて検討した。その結果、それぞれの暖房機器の特徴をよく著わした室内温
度の上下分布曲線が得られた。従来から図示されている暖められた空気の対流による室内
上層部の温度増加だけでなく、下腿への直接の輻射効果を示す床上30cmから50cmの変
曲点がみられた。室内温熱環境に対する身体末梢部位での皮膚温と感覚による評価はその
周辺の微気候を良く捉えていたが、室内環境の快適性評価には身体局所の効果を総合的に
表した平均皮膚温が有用であることが示された。しかしながら、皮膚温は温熱環境の受容
だけでなく、その結果としての効果器でもあるので、感覚評価をさらに精度よく著わすた
めには体温調節に関係する神経系の評価が必要である。
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